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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体内部にエンジンとエンジンにより直結駆動される作業機本体とを一体結合のうえ配
設したエンジン駆動作業機において、前記エンジンとエンジンにより直結駆動される作業
機本体は筐体上に防振部材により支持された防振構造を有し、該防振構造は前記エンジン
の軸方向と該軸に直角をなし水平方向と垂直方向との揺動を規制する揺動規制部材が配設
されている防振構造であって、該防振構造はエンジン側に配設された取付脚，防振部材，
筐体を構成する基礎枠体であるベースに形成された防振架台と該防振架台に形成された包
囲形揺動規制部材とで形成されており、前記包囲形揺動規制部材は前記防振架台上に配設
され、前記エンジン側に配設された少なくとも取付脚先端部と防振部材とを、外側より所
定の間隙を有して覆うコの字形をしていて、前記防振架台上に立設している事を特徴とす
る防振支持構造。
【請求項２】
　請求項１記載の防振支持構造に於いて、前記取付脚先端部と防振部材とを外側より覆っ
た平面視コの字形をした包囲形揺動規制部材の内面上部に、Ｌ字形をした第１のストッパ
部材の一面が脱着可能に固設され、該第１のストッパ部材の水平を成す他面の下側面が前
記上に開いたコの字形をした取付脚の底面部上側面と所定の間隙を有して上方より覆い被
さるように配設されている事を特徴とする防振支持構造。
【請求項３】
　請求項１記載の防振支持構造に於いて、前記防振架台上部の上面板上に立設した前記平
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面視コの字形をした包囲形揺動規制部材の開口端内側下端に平板状の第２のストッパ部材
を立設し、該第２のストッパ部材上端面と前記取付脚底面部下側面との間に所定の間隙を
有する様に形成し、かつ前記取付脚底面部筐体側先端に連なり下側に垂直に屈曲した係止
部先端が、前記防振架台上部の上面板と所定の間隙を有するように形成され、該係止部面
と前記第２のストッパ部材とが前記防振部材を中心にして平板状を成して対向している事
を特徴とする防振支持構造。
【請求項４】
　請求項１記載の防振支持構造に於いて、前記防振架台側壁面に部品取付板が固着されて
おり、該部品取付板の主要取付面が平面状を成して前記エンジン駆動作業機の筐体側壁面
側との間を仕切る隔壁として形成されている事を特徴とする防振支持構造。
【請求項５】
　請求項１記載のエンジン駆動作業機の防振支持構造に於いて、前記エンジンにより直結
駆動される作業機本体の両側面には該作業機本体を防振部材にて防振支持するための取付
脚が配設されているものであって、該作業機本体は前記取付脚下面と前記防振部材との間
にＬ字形をした第３のストッパ部材を挟み込んだうえ前記防振架台上に支持されていて、
前記Ｌ字形をした第３のストッパ部材の一端が垂直に下方を向き、該第３のストッパ部材
先端と前記防振架台上面との間には所定の間隙を有するように形成され、かつＬ字形をし
た第３のストッパ部材上面屈曲部には前記作業機本体の取付脚端部と当接する回動防止部
材が形成されている事を特徴とする防振支持構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンジン駆動の圧縮機、発電機、又は溶接機等の作業機本体を筐体内に配置
したエンジン駆動作業機の防振支持構造に関し、より詳しくは前記防振支持されたエンジ
ン駆動作業機のコンパクト化が可能な揺動規制構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりエンジン駆動作業機の防振支持構造はエンジンによる振動を外部に伝達させな
いようにするため、防振部材を介して筐体に支持されていて、該エンジン駆動作業機の搬
送時の揺動を所定の範囲に抑えるために、例えば図７に示す構造が採られている。
【０００３】
　図７はエンジン駆動作業機の平面図を示し、エンジン５０に直結された作業機本体７０
が基礎枠体であるベース１３０上に防振支持のうえ配設されている。エンジン５０を支持
する取付脚２６０が該エンジンの両側壁に配設され、ベース１３０上に形成された防振架
台２６２上に防振部材９０を介して防振支持されている。作業機本体７０は両側面に取付
脚２６１が配され、エンジン側と同様な構造をして防振部材９０を介して防振架台２６２
上に防振支持されている。
【０００４】
　防振架台２６２上には、搬送時に於ける想定外の揺動を所定の許容値以内に抑えるべく
、平面視がＬ字形をしたストッパ２６３が配され、該ストッパ２６３は前記エンジン側の
取付脚２６０と発電機側の取付脚２６１とを図示前後方向および図示左右方向の揺動を規
制すべく所定の間隙を有して、前記各取付脚の図示前後左右方向から挟み込むように配設
されている。
【０００５】
　また、従来より頻繁に搬送されるエンジン駆動作業機や他の装置に装着されて運動しな
がら使用されるエンジン駆動作業機においては、例えば図８や図９に示す構造が採られて
いて、全方向の揺動に対してより確実な揺動規制構造が採られている。
【０００６】
　図８は作業機本体７０の図示左右方向の両側面に形成された取付脚７１の断面がコの字
形をして開口部を上にして配設され、該作業機本体７０は該取付脚７１の下側に配設した
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防振部材９０を介してベース２００上に防振支持されている。
【０００７】
　前記作業機本体７０の揺動を所定の値以下に抑えるべく、取付脚７１を取り囲む包囲形
ストッパ２１０が筐体の一部を成すベース２００上に形成されている。該包囲形ストッパ
２１０は開口部をエンジンや作業機本体の回転軸側に向けた平面視コの字形形状をしてお
り、取付脚７１の図示前後方向の両側壁７１ａに対向して包囲形ストッパ２１０の両端面
２１０ａが所定の間隙を有して前記取付脚７１を覆い包むように立設している。前記取付
脚７１の図示左側端面に対向して所定の間隙を有して前記包囲形ストッパ２１０の一端面
２１０ｂが立設している。該構造の包囲形ストッパ２１０が作業機本体７０の両側面に形
成された取付脚７１を包むように配されているため図示前後方向と図示左右方向の揺動を
規制する事ができる。
【０００８】
　また前記包囲形ストッパ２１０の図示左側端面２１０ｂには、前記取付脚７１の上方へ
の揺動を抑える取付面が長く延びたコの字形ストッパ２２０が下向きに向いて、前記取付
脚７１の底面部７１ｂと該ストッパ２２０の先端部２２０ｃ下端との間に所定の間隙を有
して上側より押さえ込むように配設されている。また前記包囲形ストッパ２１０の図示後
側端面２１０ａに連なり上方部が切り欠かれて直角に内側に折れ曲がった下方ストッパ２
１０ｃが形成されており、該下方ストッパ２１０ｃの上端と前記取付脚７１を形成する底
面部７１ｂの下側面との間に所定の間隙を形成して前記作業機本体７０の下方への揺動を
規制している。
【０００９】
　図９はエンジン駆動作業機のエンジン５０側壁に配された防振支持構造を示した従来例
の一例であり、エンジン５０側壁に取付脚２２５が図示しないボルトにてエンジン５０に
螺着されている。該取付脚２２５はエンジンに固定する平板部材と防振部材９０を取り付
ける上側に開いたコの字形部材とで構成されている。該コの字形部材は両側壁２２５ａと
底面部２２５ｂから構成され、該エンジン５０は取付脚２２５の底面部２２５ｂの下面に
配設されたは防振部材９０を介してベース２００に形成された防振架台２０５上に防振支
持している。
【００１０】
　さらに防振支持されたエンジン５０の揺動を抑えるため、ストッパ２２６が前記防振架
台２０５の図示左側の上部側壁に脱着可能に配設されている。該ストッパ２２６の主要部
はＬ字形をしており、前記防振架台に螺着される平面部２２６ａに連なり直角に曲がった
平面部２２６ｂが前記取付脚２２５の上側に開いたコの字形部材に緩挿され、該コの字形
部材の底面部２２５ｂに上側より所定の間隙ｄ０を有して覆い被さっている。前記平面部
２２６ｂの図示前側端面及び後側端面と前記上側に開いたコの字形部材の両側壁２２５ａ
内壁との間には所定の間隙ｄ０を有する構成になっている。また前記上側に開いたコの字
形部材の図示左側端面２２５ｃとストッパ２２６の平面部２２６ａ内面側との間には所定
の間隙ｄ０を有するように形成してある。
【００１１】
　また従来よりエンジンの揺動を抑えるため複雑なゴム形状を形成し、該ゴム材と揺動防
止を図る金属部材を結合した防振構造も数多く発明・考案されている。該構造をしている
場合には、前記結合部の破損による不具合が生じる可能性が有るが、ゴム材と金属部材の
不具合を生じる結合部を有しない構造でエンジンの揺動規制を行う発明の一例として、例
えば特許文献１を挙げ該特許文献１の図１（ａ），（ｂ）を本図の図１０および図１１に
示す。
【００１２】
　エンジン２３１に取付板２４７をボルト２４５にて螺着し、該取付板２４７はＬ字形に
形成されていて、エンジン取付面と直角を成した水平面先端には平板状の係止部２５０が
垂直に形成されている。前記取付板２４７の水平面には２つの弾力性部材２４４を上下２
方向より嵌着するための取付穴２４８が形成されている。
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【００１３】
　前記取付板２４７の水平面の取付穴２４８には、中心部にスリーブ２５１を有する１組
の弾力性部材２４４が嵌着し、該弾力性部材２４４の上端に平板形ストッパ２４３を載設
し、該平板形ストッパ２４３と前記エンジンサポート２３３のネジ穴２５５との間をボル
ト２４１で貫通せしめ前記平板形ストッパ２４３を係止している構成となっている。平板
状の前記係止部２５０はエンジンサポート２３３と平板形サポート２４３との上下間にそ
れぞれ間隙２４９を有して挟まれた構成となっている。
【００１４】
　該構造によりエンジン２３１の振動は弾力性部材２４４により防振され、前記間隙２４
９を超える過大な上下方向の揺動は係止部２５０が前記平板形ストッパ２４３やエンジン
サポート２３３に当接して規制される。
【特許文献１】公開特許公報　特開２００３－９０３８７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　近年前記エンジン駆動作業機を使用する環境が多様となり、設置条件でも様々な要求が
発生している。例えば船舶，車両や貨車等に載置されるエンジン駆動作業機や車両に載置
される機会の多いエンジン駆動作業機に於いては、エンジン駆動作業機自体から発生する
振動を抑えるのみで無く、外部要因によるエンジンやエンジンに駆動される作業機に加わ
る揺動を規制しなければならない。また該エンジン駆動作業機にはさらなる小型化が要望
されている。
【００１６】
　しかしながら、図７で示したエンジン駆動作業機の防振支持構造では水平面の前後方向
や左右方向の揺動に対しては考慮されているが、上下方向の揺動が発生する使用環境では
考慮されておらず使用することができない。また小型化が要望され、エンジン５０や作業
機本体７０と筐体側壁２７０とが接近するような場合に於いては、前記取付脚２６０や前
記取付脚２６１の揺動が静止している筐体側壁２７０内面や筐体側壁２７０内面に沿って
配設された図示しない配管や配線に干渉し故障の原因になる事も有る。
【００１７】
　また図８，９で示したエンジン駆動作業機の防振支持構造では三次元の揺動規制が成さ
れているが、より小型化が要望されると筐体側壁内面と前記取付脚７１，２２５の揺動部
が接近してしまい、干渉による不具合が発生することも有る。また筐体側壁内面には防音
のための吸音部材が貼設されていて、該吸音材との干渉による吸音材の破損を含む不具合
が発生する事もあり、より小型化の支障となっていた。
【００１８】
　また図１０，１１で示したエンジン２３１の防振支持構造では上下方向のみの揺動規制
が成されており、前記設置環境では対応できない事もある。また更なる小型化行い、揺動
するエンジン２３１と取付板２４７の係止部２５０とが静止している筐体側壁と接近する
と筐体側壁内面に沿って配設された図示しない配管や配線に干渉したり、筐体側壁内面に
貼設された吸音材を損傷する事もある。
【課題を解決する為の手段】
【００１９】
　上述の様な課題を解決すべく本発明に於いては請求項１に記載の如く、筐体内部にエン
ジンとエンジンにより直結駆動される作業機本体とを一体結合のうえ配設したエンジン駆
動作業機において、前記エンジンとエンジンにより直結駆動される作業機本体は筐体上に
防振部材により支持された防振構造を有し、該防振構造は前記エンジンの軸方向と該軸に
直角をなし水平方向と垂直方向との揺動を規制する揺動規制部材が配設されている防振構
造であって、該防振構造はエンジン側に配設された取付脚，防振部材，筐体を構成する基
礎枠体であるベースに形成された防振架台と該防振架台に形成された包囲形揺動規制部材
とで形成されており、前記包囲形揺動規制部材は前記防振架台上部に配設され、前記エン
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ジン側に配設された少なくとも取付脚先端部と防振部材とを、外側より所定の間隙を有し
て覆うコの字形をしていて、前記防振架台上に立設する。
【００２０】
　上述の様な課題を解決すべく本発明に於いては請求項２に記載の如く、請求項１記載の
防振支持構造に於いて、前記取付脚先端部と防振部材とを外側より覆った平面視コの字形
をした包囲形揺動規制部材の内面上部に、Ｌ字形をした第１のストッパ部材の一面が脱着
可能に固設され、該第１のストッパ部材の水平を成す他面の下側面が、前記上に開いたコ
の字形をした取付脚の底面部上側面と所定の間隙を有して上方より覆い被すように配設す
る。
【００２１】
　上述の様な課題を解決すべく本発明に於いては請求項３に記載の如く、請求項１記載の
防振支持構造に於いて、前記防振架台上部の上面板に立設した前記平面視コの字形をした
包囲形揺動規制部材の開口端内側下端に平板状の第２のストッパ部材を立設し、該第２の
ストッパ部材上端面と前記取付脚底面部下側面との間に所定の間隙を有する様に形成し、
かつ前記取付脚底面部筐体側先端に連なり下側に垂直に屈曲した係止部先端が、前記防振
架台上部の上面板と所定の間隙を有するように形成し、該係止部面と前記第２のストッパ
部材とが前記防振部材を中心にして対向するように配設する。
【００２２】
　上述の様な課題を解決すべく本発明に於いては請求項４に記載の如く、請求項１記載の
防振支持構造に於いて、前記防振架台側壁面に部品取付板が固着されており、該部品取付
板の主要取付面が平面状を成して前記エンジン駆動作業機の筐体側壁面側との間を仕切る
隔壁を成すように形成する。
【００２３】
　上述の様な課題を解決すべく本発明に於いては請求項５に記載の如く、請求項１記載の
防振支持構造に於いて、前記エンジンにより直結駆動される作業機本体の両側面には該作
業機本体を防振部材にて防振支持するための取付脚が配設されているものであって、該作
業機本体は前記取付脚下面と前記防振部材との間にＬ字形をした第３のストッパ部材を挟
み込んだうえ前記防振架台上に支持されていて、前記Ｌ字形をした一端が垂直に下方を向
き、該第３のストッパ部材先端と前記防振架台上面との間には所定の間隙を有するように
形成し、かつＬ字形をした第３のストッパ部材上面屈曲部には前記作業機本体の取付脚端
部と当接する回動防止部材を形成する。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明は、上述のように構成する事により、次のような効果を奏する。
【００２５】
　エンジン側壁及び作業機本体側壁に配設された取付脚を防振部材を介して筐体側の基礎
枠体であるベース上に形成された防振架台に支持したため、エンジン側の振動が筐体側に
伝達される量は軽減する。しかも前記防振架台上部の上面板に形成された包囲形揺動規制
部材が前記取付脚を側面より所定の間隙を有して覆い包んでいるためエンジンの揺動成分
のうち、水平方向の各方向の揺動を所定の範囲以内に規制する事ができる。
【００２６】
　前記包囲形揺動規制部材の内側に第１のストッパ部材を配設し、該第１のストッパ部材
が前記エンジン側壁及び作業機本体側壁に配設された取付脚の底面部を、上方より所定の
間隙を有して覆い被すように配設されているため、前記エンジンと作業機本体の上方への
揺動を所定の間隙以下に規制する事ができる。
【００２７】
　前記包囲形揺動規制部材は開口部を前記エンジンの取付脚側に向けたコの字形をして、
該取付脚を側面よりコの字形に覆った構造であり、該包囲形揺動規制部材のコの字形開口
端下側に平板状の第２のストッパ部材を配設し、該第２のストッパ部材上端部と前記取付
脚底面部の下端との間に所定の間隙を有して配設したため、エンジンの下方への揺動を所
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定の間隙以内に規制する事ができる。またエンジン駆動作業機を小型化すると該防振部材
と高温度であるエンジンやオイルパン等とも近接するため、熱影響を防ぐ為にも該第２の
ストッパが前記オイルパンと該防振部材との間に立ちはだかり熱影響を防止する効果もあ
る。
【００２８】
　また前記取付脚底面部筐体側先端に連なり下側に垂直に屈曲した取付脚の一部である係
止部先端が、前記防振架台上部の上面板と所定の間隙を有するように形成して有るために
、前記第２のストッパと同様の効果を奏する。平板状をした該係止部面と前記第２のスト
ッパとが防振部材を中心にして対向するように配設されているため、該防振支持構造の製
作のバラツキを許容し、下方に向かう外力が働いているローリング方向の揺動をより小さ
く抑える事ができるため防振部材の変形量を小さくできる。
【００２９】
　前記作業機本体の両側面に配設された取付脚下側底面に、Ｌ字形状の第３のストッパ部
材の一面を防振部材の上端面とボルトにより挟み込み、該防振部材の下端を前記防振架台
上部に載設し、前記第３のストッパ部材の挟み込まれた面と直角を成し下側を向いた他面
の下端は、前記防振架台上部の上面板と所定の間隙を有する様に形成されている。該Ｌ字
形状の第３のストッパ部材を挟み込む事により、前記作業機本体の両側面に配設された変
更不可能な取付脚の構造の場合であっても、該第３のストッパ部材を付加するのみで容易
に上下方向の揺動規制を行うことができる。
【００３０】
　しかも前記Ｌ字形状をした第３のストッパ部材は、挟み込み面の略中央部に防振部材の
ボルトが貫通する貫通口を有し、該挟み込み面の上面屈曲部に前記作業機本体の取付脚底
面端部と当接して該第３のストッパ部材の水平方向の回動を防止する回動防止部材が配設
されているので、該第３のストッパ部材は前記取付脚に確実に固定され状態となり、前記
防振架台の包囲形揺動規制部材や上面板との構成及び第１のストッパ部材とにより３次元
方向の揺動規制を行う事ができる。
【００３１】
　エンジン駆動作業機のコンパクト化を要望され、エンジンやエンジンに駆動される作業
機本体端面より外側に向かって延びた前記取付脚と筐体側壁内面との寸法を確保できない
極限状態に於いても、ベース上に配され前記防振架台上部の上面板に形成された前記包囲
形揺動規制部材が前記取付脚を側面より所定の間隙を有して覆っているため、前記取付脚
の揺動が筐体側壁面内面に触れる事は無い。極論すると包囲形揺動規制部材と前記筐体側
壁面内面とは、当接していても問題が生じない事になる。つまり包囲形揺動規制部材を配
設する事により、よりコンパクトなエンジン駆動作業機を容易に提供する事ができる。
【００３２】
　前記防振架台側壁面に部品取付板が固着されており、該部品取付板の主要取付面が平面
状を成して前記エンジン駆動作業機の筐体側壁面側との間を仕切る隔壁を成した構造のた
め、該部品取付板と筐体側壁面内面との寸法を確保できない極限状態に於いても、揺動す
るエンジン側と静止している筐体側との接触による事故を防止する事ができる。しかも前
記包囲形揺動規制部材および該部品取付板と筐体側壁面内面との間に配線や配管等を配設
する事が可能となる。また筐体側壁内面に貼設された防音のための吸音材が前記包囲形揺
動規制部材に当接しても可能となるためにエンジン駆動作業機の小型化を図る事ができる
。
【００３３】
　前記包囲形揺動規制部材は前記防振部材の構成要素とは異なる部材にて構成されている
ため、前記防振部材に不具合が発生した場合に於いても、被害を最小限に抑える事ができ
る。
【発明を実施する為の最良の形態】
【００３４】
　以下、図１乃至図６により本発明の実施例を示す。一実施例としてエンジンに駆動され
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る作業機本体は発電機として以下説明する。
【実施例１】
【００３５】
　図１は、本発明の一実施例を示すエンジン駆動作業機１００の側面図を示し、図２はエ
ンジン５０の側壁部に配設された防振支持構造の拡大斜視図であり、合わせて以下詳細に
説明する。エンジン駆動作業機１００の筐体１１０内部には、エンジン５０とエンジンに
駆動される発電機７０とが以後ベースと呼ぶ基礎枠体１３０上に防振支持されて配設され
ている。筐体１１０内部にはこれ以外に燃料タンク８０や燃料フィルター８５等の運転に
必要な部品が配設されている。
【００３６】
　前記エンジン５０は両側壁に該エンジン５０を防振支持するための取付脚５２が配設さ
れ、防振部材９０を介してベース１３０の梁１３１上に配設された防振架台１３２上に防
振支持されている。該防振架台１３２上部の上面板１３２ｂには開口部をエンジン５０側
に向けたコの字形をした包囲形揺動規制部材１３２ｃが前記取付脚５２を外側より覆い包
むように立設している。前記防振架台１３２の図示左側面には部品を取り付けるための部
品取付板１３２ｄの部品取付部が略平板状をして筐体側壁である図示手前側に向かって張
り出している。
【００３７】
　前記発電機７０は、両側面に開口部を上に向けたコの字形をした取付脚７０ａを有し、
該取付脚７０ａの底面部と防振部材９０との間にＬ字形をした第３のストッパ部材９１を
挟み込んだうえ、防振部材９０の他端をベース１３０の他の梁１３１上に形成された防振
架台１３５上に載設した構造の防振支持構造となっている。
【００３８】
　前記防振架台１３５上部の上面板１３５ｂには、開口部を発電機側に向けてコの字形を
した包囲形揺動規制部材１３５ｃが前記発電機７０の取付脚７０ａを側面より覆い包むよ
うに立設している。また該包囲形揺動規制部材１３５ｃの内側内面には第１のストッパ部
材９２が配設され前記取付脚７０ａの底面部との間に所定の間隙を有して上方より覆い被
さっている。
【００３９】
　図３は、エンジンの防振支持構造を示す図１のＡ－Ａ断面図であり以下詳細に説明する
。エンジン５０は図示左側面の取付脚５２により防振部材９０を介してベース１３０の梁
１３１上に形成された防振架台１３２の上面板１３２ｂに載設のうえ、防振支持されてい
る。該上面板１３２ｂ上には前記コの字形をした包囲形揺動規制部材１３２ｃが図示左側
より図示右側に向かって差し込まれて取付脚５２を内包するように配設されている。また
該包囲形揺動規制部材１３２ｃの内面にはＬ字形をした第１のストッパ９２が平面部を前
記取付脚５２の底面部と平行にして所定の間隙ｄ０を有して覆い被さるように配設されて
いる。このためエンジンの上方への揺動を規制値以下に抑える事ができる。
【００４０】
　前記取付脚５２の筐体側壁側底面部は水平を成した底面部先端は下側に直角に屈曲した
係止部５２ａが形成されており、該係止部５２ａの下側先端と前記上面板１３２ｂとの間
は所定の間隙ｄ０を有するように形成されている。また上面板１３２ｂ上にあって包囲形
揺動規制部材１３２ｃの開口面下側には平板状の第２のストッパ１３２ｅが立設し、該第
２のストッパ１３２ｅ上端と前記取付脚５２の底面部下面と所定の間隙ｄ０を有する様に
形成してあるため、エンジン５０の下方向への揺動を規制する事ができる。また第２のス
トッパ１３２ｅはエンジンからの遮熱効果をも有し、防振部材への熱影響を抑える効果が
ある。
【００４１】
　図示エンジン５０の右側に形成してある防振架台１３３は、図示左側にある防振架台１
３２より部品取付板１３２ｄを削除したのみなので説明を省略する。
【００４２】
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　図４は、発電機７０の防振支持構造を示す図１のＢ－Ｂ断面図であり以下詳細に説明す
る。発電機７０の両側面には断面が上方に開いたコの字形をした取付脚７０ａが形成され
、発電機７０は該取付脚７０ａの底面下側より第３のストッパ９１，防振部材９０の順に
ベース１３０の梁１３１上に配設された防振架台１３５の上面板１３５ｂ上に防振支持さ
れている。
【００４３】
　前記取付脚７０ａの底面下側に一面が配設された第３のストッパ９１はＬ字形状を成し
、他面を前記防振架台１３５の上面板１３５ｂに向ける下方を向いた状態で配設されてい
る。該第３のストッパ９１の下方を向いた先端と上面板１３５ｂとの間は所定の間隙ｄ０
を有する構成と成っている。また前記防振架台１３５の上面板１３５ｂ上には包囲形揺動
規制部材１３５ｃが前記取付脚７０ａを筐体側壁面１１０ｂ側より覆い包み込むように差
し込まれ、該包囲形揺動規制部材１３５ｃの両端内壁面と前記取付脚７０ａの両端外壁面
との間隙はそれぞれｄ０を有した状態で配設されている。
【００４４】
　また該内壁面上部にＬ字形をした第２のストッパ９２の平板部が前記取付脚７０ａの底
面部上面との間に間隙ｄ０を有して覆い被さるようにして水平に配設されていて、かつ前
記包囲形揺動規制部材１３５ｃ内面と前記第３のストッパ９１のＬ字形状を成して下側を
向いた平板部９１ｂと筐体側壁面１１０ｂ側内面との間に所定の間隙ｄ０を有して対向す
る形になっている。該構成により発電機７０の揺動は図示左右方向や図示上下方向および
図示紙面の手前と紙面の奥側方向の揺動は間隙ｄ０以下に抑える事ができる。
【００４５】
　図５は、図４で示した発電機７０の取付脚部を拡大したものであり、発電機７０の両側
面に形成された取付脚７０ａの底面下側に、前記第３のストッパ９１の上面部９１ａが前
記防振部材により挟み込まれた状態で係止されている。該第３のストッパ９１の上面角部
に平板状の回動防止部材９１ｃが固設され、該回動防止部材９１ｃの当接面９１ｄが前記
取付脚７０ａの底面先端部と当接して、該第３のストッパ９１の穴９１ｅに挿入される前
記防振部材取付用のボルトを中心とした水平方向の回動を規制している。
【００４６】
　図６は、図１で示したエンジン駆動作業機１００の平面図であり以下詳細に説明する。
　前記防振架台１３２の図示左側壁には前記部品取付板１３２ｄが配設され、部品取付面
の平板部が筐体側壁面１１０ｂ内面に近接する形で延びている。該部品取付面の平板部内
側には燃料フィルター８５が取り外し可能に取り付けられている。
【００４７】
　該部品取付板１３２ｄが筐体側壁面１１０ｂに近接しても前記防振架台１３２および前
記部品取付板１３２ｄはベースの構成部材である梁１３１上に配設されているので筐体側
壁と当接しても揺動による不具合が発生する事は無い。また該部品取付板１３２ｄに配設
された前記燃料フィルター８５も振動がエンジン５０側より伝わる事は無いので筐体側壁
面との間隙を少なくする事ができる。つまり前記包囲形揺動規制部材１３２ｃや該部品取
付板１３２ｄ構造により、より筐体寸法を小さくしたエンジン駆動作業機を提供する事が
できる。
【００４８】
　これまで防振部材と説明してきた物は汎用性のある防振ゴムを使用しているが他の防振
部材を使用しても可能である。また部品取付板１３２ｄに配設する部品は燃料フィルター
８５として説明したが、他の部品を配設しても良い事は言うまでもない。また前記部品取
付板１３２ｄは図５の実施例では前記筐体側壁面１１０ｂ内面に斜めに近接する状態で示
しているが該形状以外でもエンジンと５０側と筐体側壁面１１０ｂとの間を仕切る隔壁を
成すもので有れば良い事は言うまでもない。また前記揺動規制を行う各部材が所定の間隙
を有するように構成されているが、該間隙内にゴム製の平板状をした防振部材を配して柔
軟に揺動規制を行う事もできる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】図１は、本発明の一実施例を示すエンジン駆動作業機の側面図
【図２】図２は、エンジン側壁部に配設された防振支持構造の拡大斜視図
【図３】図３は、エンジンの防振支持構造を示す図１のＡ－Ａ断面図
【図４】図４は、発電機７０の防振支持構造を示す図１のＢ－Ｂ断面図
【図５】図５は、図４で示した発電機７０の取付脚部の拡大図
【図６】図６は、図１で示したエンジン駆動作業機の平面図
【図７】図７は、従来例の防振支持構造を示す平面図
【図８】図８は、他の従来例である発電機防振支持構造を示す斜視図。
【図９】図９は、他の従来例であるエンジン部防振支持構造を示す斜視図。
【図１０】図１０は、従来例のエンジン部防振支持構造を示す他の実施例
【図１１】図１１は、図１０の防振支持構造を示すＣ－Ｃ断面図
【符号の説明】
【００５０】
５０，２３１　　エンジン
５２，７０ａ，７１，２２５，２６０，２６１　取付脚
５８　　ボルト
７０　　作業機本体（発電機）
８０　　燃料タンク
８５　　燃料フィルター
９０　　防振部材
９１　　第３のストッパ
９２　　第１のストッパ
１００　　エンジン駆動作業機
１１０　　筐体
１１０ａ，１１０ｂ　筐体側壁面
１３０，２００　　ベース（基礎枠体）
１３１　　梁
１３２，１３３，１３５，２０５　　防振架台
１３２Ｃ，１３３ｃ，１３５ｃ　包囲形揺動規制部材
２１０　　包囲形ストッパ
２２０，２２６，２６３　ストッパ
２３３　　エンジンサポート
２４３　　平板形ストッパ
２４４　　弾力性部材
２４７　　取付板
２４８取付穴
２４９　　間隙
２５０　　係止部
２５１　　スリーブ
ｄ０　　　間隙
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